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 博士論文の要旨 

 

貧栄養、低温ストレス処理はアサガオ（Pharbitis nil; synonym Ipomoea nil）品種ムラ

サキの花成を誘導した。ストレス処理はシロイヌナズナの花成経路統合遺伝子

FLOWERING LOCUS T （FT）の 2つのホモログの 1つである PnFT2の発現を誘導し、

1回の 16時間暗処理は PnFT1と PnFT2の両方の発現を誘導した。別の品種テンダンは貧

栄養ストレスで花成も PnFT2発現も誘導されず、低温ストレスでは両者が誘導された。こ

れらのことから、アサガオはストレスによって花成を誘導され、このとき PnFT2の発現が

誘導されること、光周的花成とストレス応答花成では異なる PnFT 発現制御がなされてい

ることが示唆された。 

 別の花成経路統合遺伝子 SUPPRESSOR OF OVEREXPRESSION OF CO1、FTの上流

遺伝子 CONSTANS、FCAは花成の有無にかかわらず常に発現し、FLOWERING LOCUS 

C、FRIGIDA、FVE の発現は常に見られなかった。また、FT の下流遺伝子では LEAFY

のホモログは常に発現し、FDのホモログの発現は検出されなかった。一方、花成のトリガ

ー遺伝子 APETALA1（AP1）のホモログ PnAP1の発現はストレス処理で誘導され、PnFT2

発現、花成反応と正の相関が見られた。PnFTは葉で特異的に発現し、PnAP1発現は茎頂

で認められた。この結果は、葉で発現した PnFT2が茎頂で PnAP1の発現を誘導すること

によって花成が誘導されるという仮説と矛盾しない。 

PnFT2をアサガオ、シロイヌナズナで過剰発現させたところ、いずれも早期花成を誘導

された。このことから、PnFT2には花成誘導活性があることが示された。RNA interference

による PnFT1 発現抑制は短日処理による光周的花成を完全に抑制したのに対し、PnFT2

の発現抑制は光周的花成を部分的にのみ抑制した。このことから、光周的花成では両方の

PnFTが発現するものの、PnFT1が主要な役割を果たしていることが示唆された。 

 



 ストレス応答花成にはサリチル酸（SA）が関与している。SA 生合成の鍵酵素であるフ

ェニルアラニンアンモニアリアーゼを阻害するアミノオキシ酢酸（AOA）は貧栄養ストレ

スによって誘導された花成と PnFT2 発現を阻害し、この AOA による阻害効果は外生 SA

によって回復した。また、外生 SAは貧栄養ストレス条件下で PnFT2発現を促進した。し

かし、非ストレス条件下で発現を促進することはなかった。これらの結果は、ストレスに

よって生合成された SAが PnFT2発現を誘導し、それによって花成が誘導されること、し

かし SA は必要条件であっても十分条件ではないことを示唆する。他の未知の要因が関与

している可能性が考えられる。 

 本研究の結果を総合すると、アサガオのストレス応答花成では、ストレスによって生合

成された SA と他の未知のストレス物質が葉で PnFT2 発現を誘導し、PnFT2 が茎頂で

PnAP1の発現を誘導することによって花成が誘導されるということが示唆された。 

 

 

 審査結果の要旨 

 

花成は植物生理学的に重要な現象であるだけでなく、種子形成や果実形成に直接結びつ

く現象であることから、農学的にも興味深い研究課題である。花成研究は日長条件で制御

される光周的花成や冬季の低温で制御されるバーナリゼーションを中心に進められてきた

が、そのような中で、本研究は、ストレスも重要な花成制御要因であることに注目し、そ

の遺伝子制御の一端を明らかにした。ストレス応答花成研究の歴史はまだ浅く、学界でも

十分な認知を得られていなかったが、本研究はストレス応答花成研究に関する基礎的な知

見を蓄積し、その研究の基礎を築いたものであり、今後の花成研究に新しい展開をもたら

すきっかけを与えたと評価できる。 

主論文の内容は、申請者を筆頭著者として、査読のある国際誌 Journal of Plant 

Physiology にすでに公表されている。 

以上のことから，本論文は博士（理学）の学位論文として十分であると認定した。 

 

 

 
 


